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下位項目 　 A B C D E
自己閉鎖
前 59 59 40 66 42
後 59 45 44 57 52
傷つけられることの回避
前 46 31 24 37 36
後 41 28 34 33 40
傷つけることの回避
前 35 47 44 41 26
後 38 42 40 35 35
快活的関係
前 15 18 18 15 14
後 15 18 13 12 12
表５　自己愛人格目録（NPI）の結果
　　　　　メンバー
下位項目 　 A B C D E
優越感・有能感
前 47 32 15 22 16
後 43 30 24 26 16
注目・賞賛欲求
前 48 34 19 35 29
後 46 32 19 41 34
自己主張性
前 40 37 29 38 31
後 41 35 32 44 23
表６　一般性セルフ・エフィカシー尺度（GSES）の結果
　 A B C D E
前 13 11 1 3 2





















































































































































尚 絅 学 院 大 学 紀 要 第 60 号
106
切に運用することである。
（４）　今後の課題
　今回は教員に勧められて参加した者が多く、自ら主体的に参加した学生は１名のみであった。
今後の課題としては、関心を抱いた学生が自主的に参加しやすい工夫が必要と考えられる。そ
のための方法としては、単発のセミナーを繰り返すことや、日ごろから活発に広報活動を行う
など、大学全体の風土として、グループに参加することへの不安や抵抗感を低減するよう努め
ることなどが考えられるであろう。
　また、今回は心理尺度等は、グループの流れと合わせて理解するという参考資料としてしか
使用できなかったが、心理検査等の面でより客観的な効果の検証が可能となるよう、測定方法
を工夫することなどが望ましい。
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